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令和８年度 事業方針
基本方針 

 福崎町社会福祉協議会(以下｢社協｣)では、第４次地域福祉推進計画に基づき､｢であい､ふ

れあい､つながりあい､ともに支え合う地域づくり｣を福祉目標とします。誰もが住み慣れた

地域でその人らしく安心して暮らせるよう､地域のあらゆる住民が生活課題を｢我が事｣とし

て捉え､役割を持ち､支え合いながら活躍できる､地域共生社会の実現に向け取り組んでまい

ります。 

 重点目標を５つ設定し、住民や関係団体、事業所のみなさまと協働して地域福祉を推進

します。 

重点目標① 自治会におけるすべての人が参加し、ささえあう地域活動による『ふるさとづくり』 

【ア 地域の支え合い活動】 

人口減少や少子高齢化が進む中、令和８年度も全自治会が、地域の福祉課題を話し合う、

「我が事会議」を開催できるよう、福崎町地域包括支援センターと協働で取り組みます。 

また、自治会等の行事の一助となるよう、コミュニティ機材貸出や機材の充実、助成金

等で支援します。また、地域で行われている先駆的な活動を紹介します。 

重点目標② 持続可能な社会、それぞれが役割を持った社会、ささえあいの地域文化づくり 

【ア 福祉啓発活動】 

善意銀行では、減少している預託金の増加に向け、個人や事業所、学校等から賛同いた

だけるようＰＲに努めます。また、地域住民の要望を反映した指定寄附を継続します。 

福祉教育は､町内の小中学校の児童生徒を対象に､福祉への理解と関心を高め､思いやりと

やさしさの心を育むことを目的に､ボランティア講師等による福祉体験教室を実施します。 

【イ 学びの場づくり】 

コープこうべの配送センターの一室を活用して､セミナーやクラブ活動などを行う、「ま

ちの学校」を開校しています。子ども食堂や、障がい者支援、不登校児支援など地域課題

への取り組みや、ミニデイサービス等へ講師が訪問するなど３０以上の活動が生まれてい

ます。学びや交流を通じて、地域福祉やボランティア活動への参加が自然に広がる場を目

指していきます。 

【ウ ボランティア活動】 

令和８年度は､ボランティア活動全般を広報誌やホームページ等で周知するとともに､特

に若年層や親子向けに事業を企画し､介護事業所等の協力を得ながら､子どもから体験でき

る環境づくりを進めます。 

【エ セルフヘルプ活動の支援】 

当事者団体への支援において、会員数の減少や参加率の低下等への課題解決に向けて、

県、中播磨ブロックの関係団体と連携しながら、各団体の役員とともに、魅力あふれる活

動や事業を行います。また、広報誌「さるびあ」やホームページのブログで活動をＰＲす

るとともに、会員相互の勉強会、交流活動に力を入れることで課題解決に向けた活動の支

援に努めます。 

【オ 持続可能な権利擁護支援】 
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高齢者や障害者など、認知症や判断能力の低下によって日常生活の意思決定が困難な方

に対し、その人の意思を尊重しながら、地域で安心して生活と権利を守り続ける体制・取

り組みに努めます。 

重点目標③ 個人、自治会、広域における連携による防災への取り組み 

【ア 災害ボランティアセンター設置運営】 

行政と災害ボランティアセンター設置運営について協定を締結したことを踏まえ、引き

続き連携強化を図ります。特に、職員間の連携体制やマニュアルに対する共通理解の醸成

を重視し、実効性のある運営体制を整備します。また、災害ボランティアセンター運営マ

ニュアルを、郡内３社協で統一･共有します。

重点目標④ 必要な窓口につなげる相談支援体制づくりと課題を解決するためのネットワークづくり 

【ア 生活困窮者支援の体制強化】 

 生活福祉資金の借受け世帯等に対しアンケート調査や物資配布等を通じて、生活状況を

聞き取り、一人ひとりのニーズにきめ細かく対応します。本年度は、個別相談会等を開催

します。また、困窮者支援の課題を、関係機関と定期的に協議し、地域の実情に即した対

応策を検討・実施することで、社会的孤立・排除の解消・予防を図り、セーフティネット

の構築を目指します。 

重点目標⑤ 社会福祉協議会の基盤強化と活動の理解促進 

【ア 社協活動の理解促進】 

第５次地域福祉推進計画(令和９～13 年度)を策定します。 

また、広報誌｢さるびあ｣をカラー化し､写真を多用し､わかりやすい表現に努めます｡併せ

て､ホームページは､広報誌面の情報を補うため､詳細な内容を発信していきます。 

【イ 社協の組織強化】 

全職員が、研修を通じて着実にスキルアップできる環境を整え、現場の声や個々のアイ

デアを尊重する組織となるように努めます。 

【ウ 福祉サービスによる支援】 

ケアマネジャー等の処遇改善をはじめ、職員が働きやすくやめにくい環境をつくるとと

もに、利用者ニーズに応えた新しい個別活動メニューの導入、インターネットを活用した

情報発信に努めるなど、収益の健全化を図ります。
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令和８年度 事業内容

重点目標① 自治会におけるすべての人が参加し、ささえあう地域活動による『ふるさとづくり』 

事 業 名 １．我が事会議推進事業  

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

地域住民、地域役員、専門職がつながり、地域の集いの場づくりや見守り活動などを

協働で考え、地域のことを自分ごととして話し合う「我が事会議」の場づくりをすすめ

ることを目的とする。 

地区住民の活動の話し合い 

・地域の助け合いや交流、参加の確認・維持・活性化 

・困りごとの確認・改善 

社協事業の連携 

・地域福祉活動事業の周知及び情報共有 

・我が事会議の開催支援（各自治会で年 1回以上） 

本年度の主な取り組み 

・各自治会活動の先駆的な取組を広報誌「さるびあ」で発信する。 

・全地区開催を促し、定着化に努める。

課 題 ○地域共生社会の考え方についての住民および職員、関連機関の理解促進 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

30 30 0

事 業 名 ２．コミュニティ機材貸出事業 

対 象 自治会・団体 

内 容 目的・内容 

自治会や団体などの地域交流を活性化させるイベントや勉強会等への資機材の貸出 

有料貸出 

・１台１日 1,000 円 

・ポップコーン、かき氷機、綿菓子機、ガスコンロ付鉄板、炊飯釜、たこ焼器、バーベ

キューセット、フライヤー 

無料貸出 

・簡易テント、プロジェクター、高圧洗浄機、ワイヤレスマイク、遊具等 

本年度の主な取り組み 

・定期的な試運転、メンテナンスをする。 

・機材の使い方や手入れの方法を Web に掲載する。 

課 題 ○ニーズに沿った機材の提供 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

151 152 ▲1

事 業 名 ３．地区コミュニティ活動助成事業 
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対 象 自治会 

内 容 目的 

自治会ので３世代交流の場、地域のつながりのきっかけづくりなど、住民全体を対象

とした交流活動を支援する。 

新規コミュニティ活動助成金(新規に行う活動への助成) 

・上限６万円(助成割合:１年目 100/100､２年目 75/100､３年目 50/100､４年目 25/100) 

通常コミュニティ活動助成金(５年以上継続している活動への助成) 

・上限１万円 

※新規コミュニティと通常コミュニティは併用不可 

本年度の主な取り組み 

・通常・新規コミュ二ティ活動事業のＰＲを強化し助成金の適用条件を周知し利用促進

を図る。また、共同募金配分金を財源としていることを周知させる。 

課 題 ○未申請の自治会が多い 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

861 861 0

事 業 名 ４．ミニデイサービス事業【福崎町受託事業・補助事業】 

対 象 高齢者 

内 容 目的・内容 

 自治会での高齢者の介護予防活動と交流の場づくり。 

自治会住民の活動 

・公民館で高齢者が月１回程度集まり、手芸やレクリエーション、季節の行事、食事会

などを行い、楽しい交流の中で生きがいづくりを行う。 

 ※民生委員・児童委員や老人クラブなどの地域の協力者により運営 

社協の支援 

・地域支援事業（手芸・脳トレ・レク指導等） 毎月１回程度 

・リーダー交流会 年１回 

本年度の主な取り組み 

・各地区のミニデイサービスの特色ある活動を広報誌に掲載し、啓発を図る。 

・リーダー交流会で、各地区の活動の情報交換の場を設ける。 

課 題 ○参加者の減少 

○男性参加者が少ない 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

（補助）3,815

（受託） 400

（補助）3,812

（受託） 400

（補助） 3

（受託）  0

事 業 名 ５．みまもり事業【一部、福崎町受託事業、共同募金配分金事業】 
※みまもり給食サービス事業【一部、福崎町受託事業､共同募金配分金事業】､ふくちゃん弁当事業

【福崎町受託事業】､みまもり副食サービス事業(共同募金配分金事業)､みまもり電話サービス事業を

統合しました。

対 象 高齢者・障がい者（世帯） 

内 容 目的・内容 

地域と協力し、高齢者世帯等をみまもる。 

みまもり給食サービス事業（ふくちゃん弁当事業） 

・地域からのみまもりが必要な 70歳以上の一人暮らし及び高齢者・障がい者のみの世帯



R8_事業計画_8ページ 

のうち、希望者へ業者が調理したお弁当をボランティアや自治会の担当が配達し、安

否確認する。 

・実施回数：一人暮らし高齢者 月２回 ※月１回ふくちゃん弁当（無料） 

高齢者世帯と障がい者世帯 月３回 

・料金：１食 200 円  ※低所得者（希望者）は無料 

みまもり副食サービス 

・地域からのみまもりが必要な 70歳以上の一人暮らし及び高齢者・障がい者のみの世帯

のうち、希望者へ年１回ボランティアが調理したおかず（無料）を配達し、安否確認

する。 

みまもり電話サービス事業 

・地域からのみまもりが必要な 70歳以上の一人暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯のう

ち、希望者へ週１回（月、金曜日で希望する日）、ボランティアが架電し、安否確認

する。 

本年度の主な取り組み 

・利用者･地域･関係機関との連携を密にし、配達漏れを防ぐ。 

・地域包括支援センター連絡会等で緊急連絡先との関係を確認し、情報更新。 

課 題 ○配達協力者の減少  

○利用者不在時、所在について分かる緊急連絡先情報を更新する 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

4,370 4,172 198 利用見込の増 

事 業 名 ６．老人クラブ活動支援事業 

対 象 高齢者 

内 容 目的・内容 

高齢者の自立やたすけあい、社会貢献などの地域活動を町域で活性化するためのとり

くみを啓発、支援する。 

・福崎町老人クラブ連合会の団体運営支援 

・福崎町老人クラブ連合会への活動助成金の交付 

本年度の主な取り組み 

①広報誌「さるびあ」や社協ブログで町老人クラブ、単位クラブ活動などの情報を掲載

し幅広くクラブ活動の魅力をＰＲする。 

②世代間交流や他世代への支援活動を推進する。 

課 題 ○新規会員の減少 

○活動活性化のための取り組み強化 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

260 260 0
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重点目標② 持続可能な社会、それぞれが役割を持った社会、支え合いの地域文化づくり 

事 業 名 ７．善意銀行運営事業 

対 象 住民全般、事業所 

内 容 目的・内容 

住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくりに活用するため。 

・預託いただいた金品を、地域福祉事業に活用する。 

本年度の主な取り組み 

・広報誌「さるびあ」に記事を継続的に掲載し、寄附控除の PRを行う。 

・事業所等からの寄附を募る。 

・広報を活用し指定寄附を募る。 

※善意銀行特別基金 41,504 千円の内、4,141 千円の取崩しを予定 

課 題 ○預託によって地域活動を支える「寄附文化」の意識低下 

○善意銀行の認知度の低迷 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由
預託収入（4,060 

善意募金 1,500 含む）

預託収入（2,060 

善意募金 1,500 含む） 
（2,000） 預託活用事業の費用

総額 8,495 千円 

事 業 名 ８．善意募金事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

６月の善意月間にたすけあいの募金を依頼する 

・善意募金の依頼（６月） 

・自治会を通じて各世帯、学校へ募金依頼する。 

※善意銀行運営事業の預託金として社協の福祉事業へ充当する。 

本年度の主な取り組み 

・善意募金の依頼時に、分かりやすいチラシを作成 

・事業所へ善意募金を周知させる。 

課 題 ○預託によって地域活動を支える「寄附文化」の意識低下 

○善意募金の認知度の低迷 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

募金収入（1,500） 募金収入（1,500） 0

事 業 名 ９．福崎町共同募金委員会運営事業 

対 象 住民全般、事業所 

内 容 目的・内容 

 共同募金（一般募金と歳末募金）の企画立案、活動の推進、配分の協議 

・共同募金委員会の運営（計画、配分決定）年 2回 

・募金活動の実施（一般募金：10月、歳末募金：12 月） 

本年度の主な取り組み 

・共同募金のわかりやすいチラシを作る。 

・事業所へ法人募金の周知する。 
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・街頭募金を実施する。 

課 題 ○募金額の低下 

○募金に対する意識の低下 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

共同募金収入

（1,840）

共同募金収入

（1,840） （0）

歳末募金収入

（1,500）

歳末募金収入

（1,500） （0）

事 業 名 １０．福祉学習・福祉教育活動推進事業 

対 象 小中学生と保護者 

内 容 目的・内容 

小中学生を対象に、思いやりの精神を醸成することを目的に福祉教育を実施する。 

・各校の福祉教育担当を招集して会議を開催し、助成内容や各学校の現状を確認すると

ともに、福祉教育について検討・協議を行う。 

・福祉教育のプログラム提案や相談、講師派遣 

・自治会や福崎町全域に向けた福祉学習の機会づくり 

助成金 

福祉教育助成事業【町受託事業】 

・福祉教育推進校の指定…町内の小中学校 1校につき 50,000 円 

福祉体験教育推進事業 

・福祉体験学習の推進費用…町内の小中学校 1校につき 30,000 円 

福祉教育講演会助成事業 

・講演会等の開催費用…町内の小中学校 1校につき上限 30,000 円 

本年度の主な取り組み 

・福祉体験プログラムをボランティアや他の福祉法人・福祉事業所等の協力の募り、福

祉教育の内容や対象を広げていく。 

課 題 ○協力ボランティアの高齢化および人数減少により、活動における体力的・時間的負担

が増加している。 

○開催プログラムに偏りがある。 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

612 702 ▲90 講演会助成の減額 

事 業 名 １１．地域福祉推進講座事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

たすけあいの地域づくりを行うための住民意識の高揚、知識の普及、活動方法の紹介

などを行う。 

・たすけあいの地域づくりにつながる講座の実施 

本年度の主な取り組み 

・事例発表や交流を含めた講座を検討する。福祉委員等地区の福祉担当者のみならずホ

ームページや広報誌で住民全般に呼びかける。 

課 題 ○住民が興味を引く活動の検討、地域内外の情報交換 

費用比較 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 
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(単位:千円) 279 279 0

事 業 名 １２．ボランティアセンター運営事業【一部 兵庫県社協受託事業･共同募金配分金事業】 
※まちの学校事業(コープこうべ協働事業)､ボランティア育成事業(共同募金配分金事業)､サマーボラ

ンティア事業(共同募金配分金事業)､ボランティアグループ助成事業(共同募金配分金事業)､ボランテ

ィアまつり事業､視覚障がい者への録音 CD による友愛訪問事業､生活支援サポート事業を統合しまし

た｡

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

ボランティア活動の啓発とボランティア育成、活動支援 

ボランティアセンター運営事業【兵庫県社協受託事業】 

・ボランティア共済や行事保険の受付を行い、また登録ボランティアグループの活動を

広く啓発する。 

ボランティア育成事業 

・若年層のボランティア活動を活性化するため、事務所主催でイベントを企画・実施す

る。 

サマーボランティア事業 

・小学生から大人までを対象に、登録ボランティアグループの活動体験を通じてボラン

ティアへの関心を高める。 

ボランティアグループ助成事業 

・ボランティアグループの立ち上げ・運営支援や助成金交付、保険料助成、連絡協議会

の運営支援等を行う。 

〇助成金額 

・一般グループ・シニアグループ（一般扱）：1グループ 20,000 円／年 

・シニアグループ：1グループ 10,000 円／年 

〇保険料助成 

・ボランティア災害共済：1名 500 円／年のうち 300 円を助成 

ボランティアまつり事業 

・民俗辻広場まつりと共催し、各ボランティアグループが体験活動を通してボランティ

ア活動の普及を図る。 

視覚障がい者への録音 CDによる友愛訪問事業 

・朗読ボランティアが広報紙等を録音し、視覚障がい者へ届ける支援を行う。 

生活支援サポート事業 

・令和 7 年度より傾聴ボランティア活動を開始し、利用者宅を訪問して話を聞く支援を

行うとともに、年 1回研修会を実施する。 

まちの学校事業【コープこうべ協働事業】 

・コープ協同購入センター姫路の 2 階にあるフリースペースを活用し、住民が主体とな

って自らの特技を生かし、講師や生徒として参加することで、住民同士の学びと交流

を促進する拠点を設置する。 

本年度の主な取り組み 

広報誌「さるびあ」におけるボランティア関連記事の掲載を充実させるとともに、ホ

ームページに登録ボランティアの紹介ページを新設するなど、情報発信の強化を図る。

あわせて、ボランティアまつりやサマーボランティア等のイベントを通じて、ボランテ

ィア活動に参加するきっかけを提供し、新たな担い手の発掘につなげる。 

課 題 〇多様な住民が参加しやすい環境づくり 

 学生から高齢者まで様々な生活形態の人が参加できるよう、時間帯の工夫や WEB 活

用、書類のやり取りなど柔軟な参加・意見集約の方法を検討する。 

〇ボランティア活動の周知と担い手確保 

 相談窓口の認知不足や情報発信の機会の少なさにより、活動参加のきっかけづくりや
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継続が難しくなっている。また、参加者の高齢化や減少が進み、登録ボランティアグ

ループの解散や利用者数の低迷につながっているほか、新規グループの登録・設立も

ほとんどない状況となっている。 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

9,843 9,847 ▲4 人件費の増 

災害 VC 研修費等経費

見直しによる減 

事 業 名 １３．当事者支援事業（町補助事業） 
※母子家庭支援事業､身体障がい者支援事業､知的障がい者支援事業､視覚障がい者支援事業､精神障が

い者支援事業､戦没者遺族支援事業､視覚障がい者への録音CDによる友愛訪問事業､生活支援サポート事

業を統合しました。 

対 象 当事者・家族 

内 容 目的・内容 

当事者・家族が集い、交流会や勉強会等を開催し、社会参加の促進を行う。 

・団体運営支援、活動助成金の交付 

当事者団体 

・母子家庭…福崎町共励会(会員 17名) 

・身体障がい者…福崎町身体障害者福祉会(会員 23 名) 

・知的障がい者…福崎町手をつなぐ育成会(会員 36 名) 

・戦没者遺族…福崎町遺族会(204 名) 

活動助成金の交付 

・精神障がい者…精神障害福祉に関する活動に取り組む団体 

当事者支援事業 

・視覚障がい者…視覚障がい者交流事業（スマホ講座） 

本年度の主な取り組み 

・会員層に合った参加しやすいイベントを開催する。 

・行政との連携や広報誌に活動を掲載し、非会員の参加を募る。 

・地域住民や関係機関と協働した子育て世帯や障害者世帯に対する困窮者支援など 

課 題 ○会員数の減少、会員の高齢化 

○一部の構成員に負担が偏っている 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

937 937 0
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重点目標③ 個人、自治会、広域における連携での防災への取り組み 

事 業 名 １４．災害ボランティアセンター運営事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

災害時におけるボランティアによるたすけあい活動の実施 

災害時 

・災害ボランティアセンターの設置と運営 

・他市町の災害時における災害ボランティアセンターへの職員派遣 

・他市町の災害時における災害ボランティアの派遣 

平常時 

・防災・減災への取り組みや災害ボランティアセンターに関する啓発 

・災害ボランティアセンターの運営について、行政機関や関係機関と協議や訓練 

・ボランティアとのネットワーク体制の強化 

本年度の主な取り組み 

・神崎郡３社協が連携し、昨年の訓練をもとに災害 VC のマニュアルを見直し共有しま

す。有事にスムーズに動けるよう、連携を深めて備える。 

課 題 ○災害時の対応について必要な知識を普及する。 

○災害時の職員向け対応マニュアル 

○災害時の初動対応力を高めるため、郡内３社協相互協力体制の整備 

○昨年度のシミュレーション結果を踏まえた実効性のある体制づくり 

※ボランティアセンターの運営事業に経費統合
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重点目標④ 必要な窓口につなげる相談支援体制づくりと課題を解決するためのネットワークづくり 

事 業 名 １５．なやみごと相談所事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

地域生活の全般的なやみごとや困りごとを有識者等が相談を受け、潜在化を防ぐ。 

・主任相談員と相談員との 2名で相談を受ける。 

・主任相談員…相談経験豊富な法的知識を持った者(司法書士等) 

・相談員…地域の実情を把握し、福祉的な支援する者(民生委員・児童委員) 

・日時等…毎月第１、第３水曜日 13:00～15:00 サルビア会館にて実施 ※予約不要 

その他 

・なやみごと相談で解決しない法律的な相談は、弁護士による法律相談へつなぐ。 

（毎月最終水曜日 13:00～ サルビア会館にて実施 ※要予約） 

本年度の主な取り組み 

・相談しやすい環境を整備する。 

・相談内容によっては、迅速に対応が必要なケースもあるため他機関連携も視野に入れ

て調整していく必要がある。 

・月２回実施のため基本は緊急対応しないが、必要があれば緊急対応する。 

課 題 ○緊急の相談に迅速に対応する体制の整備 

○他事業との連携による相談者の掘り起こしが十分にできていない。 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

708 708 0

事 業 名 １６．ほっとかへんネット（社会福祉法人連絡協議会）運営事業 

対 象 町内の社会福祉法人 

内 容 目的・内容 

町内に本部を置く社会福祉法人が、安全で住みよい生活と福祉課題の解決を図る取り

組みを進める。 

社会福祉法人 連絡協議会の開催(年１回以上) 

・高岡の里福祉会（もちの木園） 

・円融会（サルビア荘） 

・サルビア会（サルビアこども園） 

・福崎福祉会（姫学こども園） 

・福崎町社会福祉協議会 

本年度の主な取り組み 

・社会福祉法人の連携による地域貢献活動の検討 

・広報誌さるびあでの活動の周知 

課 題 ○分野の違う社会福祉法人が、社会貢献を効果的に行うことができる活動の検討。 

※法人運営事業に経費統合 
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重点目標⑤ 社会福祉協議会の基盤強化と活動の理解促進

事 業 名 １７．法人運営事業 

対 象 組織運営 

内 容 目的・内容

法人全体の組織運営を行う。 

・理事会 ※随時 

・評議員会 ※随時 

・委員会 ※必要要件に応じて随時 

・マネージャー会議 ※月１回程度 

・各部署定例会議（地域福祉係・介護保険係・障がい福祉係） 

・全体研修、各部署研修、外部研修の確実な実施 

・各種委員会の招集による住民参画 

本年度の主な取り組み 

・働きやすい職場づくりに向けた担当者レベルの業務改善 

・各規程の見直し、文書管理等の徹底や整理 

・各部署の横断的なネットワークの強化 

課 題 ○組織全体の状況把握と円滑な組織決定と実行 

○役職員の計画的な育成と意識共有 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

36,916 36,791 125 人件費の増 

事 業 名 １８．地域福祉推進計画策定事業 

対 象 組織運営 

内 容 目的・内容 

住民の参画によって「支え合いによる地域づくり」の中期計画を策定する。 

・対象期間 令和９年４月～令和１４年３月 

・福祉目標 「であい､ふれあい､つながりあい とも支えあう地域づくり」 

・計画的に長期計画の為の調査と検討を行う。 

・毎年の事業計画と事業報告にあわせて推進計画の修正と進捗確認を行う。 

本年度の主な取り組み 

・職員ワーキング会議の定期的開催 

・地域団体や民生委員、福祉委員等関係者からのアンケート等の意見集約 

・地域福祉推進計画策定委員会の開催 

課 題 ○多数の事業の現状把握と通常業務と並行しての改善業務の確実な実行 

○継続的な現状把握と改善 

○住民参画による計画の実施 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

704 60 644 印刷製本費等の増 

事 業 名 １９．広報事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

地域活動に関する情報を発信し、たすけあい活動や福祉課題への理解を深める。当法
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人の事業の周知を図り、地域全体で支え合う意識を醸成する。 

・広報誌「さるびあ」の発行（隔月発行：年間６回発行） 

・ホームページやＳＮＳの運営 

本年度の主な取り組み 

・表紙・裏表紙の 2面のみのカラーから、本年度は全ページカラーへ拡大する。写真を

多く掲載するなど、利用者(読者)のイメージアップを図る。 

・広報誌「さるびあ」に掲載する研修会へ、積極的に担当職員が参加する。 

・地域福祉ミーティングで広報について協議する。 

・ホームページ、ブログで発信する。 

課 題 ○社協の活動の周知 

○たすけあい活動の啓発 

○福祉情報の発信 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

1,284 1,406 ▲122 発行ページ数の減 

事 業 名 ２０．会員募集事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容 

社協の運営の根幹となる住民のたすけあいの地域づくりの意識づくりと運営資金の協

力 

・住民による地域づくりに賛同する各世帯や個人、団体、事業所に会員として協力を 

依頼 

本年度の主な取り組み 

・啓発チラシを我が事会議など自治会の訪問時に配布し、社協への理解を深める。 

・住民向けのわかりやすい社協活動の PR（WEB などの活用する）。 

・事業所等への賛助会員加入を働きかける 

課 題 ○社協活動の理解促進 

○社協の会員制の理解促進と協力体制づくり 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

会費収入（2,485） 会費収入（2,475） 10

事 業 名 ２１．福祉委員事業 

対 象 住民全般 

内 容 目的・内容  

・自治会に委員を委嘱し、地域の人々が安心して暮らせるように、助け合いや支え合い

の活動を行う。 

・委員会・研修会の開催（年 4回程度） 

・地区の我が事会議の参加 

・福祉委員による「つながりあい通信」の配布などの見守り活動の推進 

本年度の主な取り組み 

・定期的な研修会の開催を通じて、福祉委員の意識啓発を図り、地域での主体的な活動

を促進する。 

課 題 ○福祉委員の役割や活動日数の明確化 
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費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

852 818 34 改選による保険料増 

事 業 名 ２２．日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業） 【兵庫県社協受託事業】

対 象 高齢者・障がい者等 

内 容 目的・内容 

判断能力が不十分な人の権利擁護に資することを目的として、自立した地域生活が送

れるよう、福祉サービスの利用援助を行う。 

・認知症、知的障がい者、精神障がい者など、判断能力不十分な人と契約し、福祉サー

ビスの利用援助、日常的金銭管理、書類等の預かりを行う。 

・利用料 1 時間 500 円 ※生活保護世帯は無料 

本年度の主な取り組み 

・利用者へ安定した権利擁護支援を行うため、神崎郡成年後見・法福連携推進協議会と

連携し、人材確保・育成を行う。 

・国の動向を踏まえ、本事業における新たな取り組みについて検討を進める。（身寄り

のない高齢者等への新たな事業） 

課 題 ○利用者の自立支援 

○経済、家族関係、居住等の複合的課題への対応強化

○成年後見制度との連携 

○生活支援員の確保

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

1,292 1,137 155 利用者の増 

事 業 名 ２３．生活福祉資金貸付事業【兵庫県社協受託事業】 
※ほっとかへんネットワーカー配置事業(兵庫県社協受託事業)を統合しました。 

対 象 生活困窮世帯 

内 容 目的・内容 

貸付けにより低所得者の生活の更生を図る。 

生活福祉資金貸付事業【兵庫県社協受託事業】 

・町社協が申請窓口となり、貸付相談を随時受付し県社協から貸付の連絡調整を行う。 

ほっとかへんネットワーカー配置事業【兵庫県社協受託事業】 

・特例貸付の借受世帯等からの相談に対し各種手続き、情報提供の支援を行う。また、

特例貸付の借受世帯への支援策の充実・開発を行う 

本年度の主な取り組み 

・自立相談機関、行政、福祉事務所等の関係機関との連携を強化する。 

・借受世帯を含む生活困窮者世帯の法的な相談体制の試験的運用。 

課 題 ○困窮者への聞き取り 

○滞納者への対応 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

7,640 5,926 1,714 補助金増に伴う事業

費、人件費割合の増 

事 業 名 【生活困窮者(世帯)支援】 

２４．生活保護受給つなぎ資金貸付事業 

２５．緊急援護給付金事業 
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対 象 生活困窮世帯 

内 容 目的・内容 

生活保護の新規申請者に保護費支給までの間の生活費を貸し付け、また生活困窮世帯

には緊急かつ一時的に必要と見込まれる費用を給付することで、それぞれの生活の維持

を図ることを目的とする。 

生活保護受給つなぎ資金貸付事業 

・生活保護新規申請者への支援 

生活保護の決定・支給までの間、生活に必要な費用を貸し付けることで、申請者の

生活の維持を支援する。 

緊急援護給付金事業 

・住民税非課税世帯への緊急支援 

生活に困窮している世帯に対し、緊急かつ一時的に必要と見込まれる費用を給付する

ことで、生活の安定を図る。（上限３万円） 

本年度の主な取り組み 

・役場の担当者と連携し、必要な方への円滑な貸付と償還を行う。 

・生活困窮世帯に対しては、緊急的な給付にとどまらず、世帯の状況を的確に把握した

上で、給付以外の支援も視野に入れ、関係機関と連携しながら必要な対応を促す。 

課 題 ○貸付までの迅速な対応 

○未償還の対応 

○財源の確保 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

1,064 1,064 0

事 業 名 ２６．災害見舞金支給事業 

対 象 被災者 

内 容 目的・内容 

 災害された世帯に対し、見舞金を給付する。 

見舞金 

・全焼、全壊、流失  20,000 円  

・半焼、半壊     10,000 円 

・床上浸水      5,000 円 

・死亡        20,000 円 

本年度の主な取り組み 

・役場福祉課と住民生活課の担当者と密に連絡し、対応漏れのない体制をつくる。 

課 題 対象者への確実な支給 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

60 60 0

事 業 名 ２７．介護用品貸出事業 

対 象 高齢者・障がい者等 

内 容 目的・内容 

介護保険制度の貸出対象とならない方へ介護用品の一時的なレンタル 

貸出物品 

事故や病気等で一時的に介護が必要な方、重度障がい者、介護保険制度の貸出対象と
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ならない方へ介護用品をレンタルする 

・電動ベッド(有料)  初回利用料 8,000 円（搬入出含む）。４カ月以降１カ月につき

1,000 円 ※生活保護世帯無料 

・ポータブルトイレ(有料) 2,000 円 ※生活保護世帯無料 

・車椅子、松葉杖、シャワーイス、４点杖、セーフティアーム、歩行器、車椅子用段差

解消簡易スロープ等（無料） 

本年度の主な取り組み 

・定期的に状態確認と物品更新・修理、倉庫の整理。 

・申請理由の細かな聞き取り及び関係機関と連携し対象の適正化を図る。 

課 題 ○必要に応じ他制度と連携 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

146 138 8 ベッド利用者の増 

事 業 名 ２８．認知症高齢者等やすらぎ支援事業【福崎町受託事業】 

対 象 高齢者 

内 容 目的・内容 

・認知症高齢者の見守りを行うことにより、家族の負担を軽減する。  

≪福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション≫ 

運営時間：月～金曜日 8：30～17：15 ※年末年始、祝日除く 

・物忘れ等認知症が疑われる高齢者のお宅を「やすらぎ支援員」が訪問し、家族に代わ

って見守りを行う。（身体に触れる援助、家事等の援助は行わない） 

本年度の主な取り組み 

・対象者が少ないので、必要な時に対応できる支援員の確保 

・自然な雰囲気で認知症の方と一緒に時間を過ごすことができるスキルの育成 

課 題 ○ニーズの需要量に応じた支援員の人数確保 

○認知症高齢者に対応できるスキルを持った支援員の育成 

○事業を効果的に実施するための派遣ルールの調整と事業周知 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

420 437 ▲17

事 業 名 ２９．子育て世帯訪問支援事業【福崎町受託事業】※R7～

対 象 子育て 

内 容 目的・内容 

訪問支援員が、家事・子育て等に対して不安・負担を抱えた子育て家庭、妊産婦、ヤ

ングケアラー等がいる家庭を訪問し、家事支援することにより、家庭や養育環境を整

え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐ。 

福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション 

運営時間：月～金曜日 9：00～17：00（年末年始、祝日を除く）  

 〇家事支援（調理、掃除、洗濯、買い物）  

 〇育児支援（登園、登校、見守り）※しつけ、学習指導は対象外。 

本年度の主な取り組み 

・対象ケースの検討会議を定期的に実施する 

・支援員の募集と育成 

費用比較 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 
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(単位:千円) 1,119 152 967 利用見込みの増 

事 業 名 ３０．在宅介護支援センター事業【福崎町受託事業】 

対 象 高齢者 

内 容 目的・内容 

在宅介護支援センター事業 

在宅高齢者の実態把握等により、在宅介護の課題解決などに取り組む。 

・高齢者の実態把握、支援センター連絡会での調整 

本年度の主な取り組み 

・実態把握訪問の継続実施と地域ケア会議及び研修会等への参加 

・超高齢社会を見据えた地域包括ケアシステム構築の基盤整備などに向け、町や 

 地域包括支援センターと連携して取り組んでいく。 

課 題 ○相談支援体制の強化 

○在宅介護における地域課題の効果的な抽出 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

1,115 1,488 ▲373 異動による給与の減 

事 業 名 ３１．居宅介護支援事業（介護保険事業） 

対 象 高齢者 

内 容 目的・内容 

要支援や要介護者とその家族に介護保険制度のサービスを取り入れた、より良い生活

のための介護計画を調整する。 

福崎町社会福祉協議会福崎町在宅介護支援センター「すみよしの郷」 

運営日時 毎週月～金曜日 8:30～17:15 ※緊急な要件には 24時間対応 

・要介護者が自宅で自立した生活を送れるよう、本人や家族の意向を反映したケアプラ

ンを作成し、適切な介護サービスが提供されるよう各事業者との連絡・調整を行う 

本年度の主な取り組み 

・新人ケアマネの育成を行い、最善のサービスの提案ができるよう支援する。 

・事例検討を通じ、処遇困難事例を振り返り問題解決力を深める。 

・地域包括支援センターや町内の事業者と協力し、研修会の開催を実施し地域課題の抽

出や解決に向けて取り組む。 

・地域の資源を活用し、利用者中心のケアを実現する為に多職種と円滑な連携が図れる

ように取り組む。 

課 題 ○相談支援体制の強化 

○安定した経営の継続 

○職員体制の強化 

○超高齢社会を見据えた地域や関連機関との連携による地域包括ケアシステムへの取り

組み 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由

31,850 31,779 71 なし

事 業 名 ３２．通所介護事業（介護保険事業） 

３３．いきいきクラブ事業（介護保険事業）【総合事業】 

対 象 高齢者 
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内 容 目的・内容 

要支援・要介護者の日中の通所活動による状態維持・改善、生きがいづくりおよび、

その家族の介護負担を軽減する。 

通所介護事業 

福崎町第１老人デイサービスセンター｢なぐさの郷｣(西治事業所､定員:一般 30 名） 

 運営時間：月～土曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15  

福崎町第２老人デイサービスセンター｢すみよしの郷｣(大貫事業所､定員：一般 30名） 

 運営時間：月～金曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15 

いきいきクラブ事業【基準緩和型：総合事業】(定員：30 名） 

 運営時間：毎週土曜日 9:30～15:00 

本年度の主な取り組み 

・利用者の主体性を尊重した個別支援の充実を目的として、活動プログラムの（手芸・

体操・レクリエーション等）の内容の再構築を実施。 

・職員研修への参加、内部研修の実施と内容の充実。 

・日常生活総合支援事業の効果的実施への検討実施。 

・虐待防止委員会の運用、研修会の実施。 

課 題 ○利用者の確保 

○ニーズに応えつつ、地域生活を支援できる活動の提案と提供 

〇職員の確保、定着、スキルアップ 

○日常生活支援事業対象利用者への効果的実施への取り組み。 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

64,494

63,294

65,138

62,448

▲644

846

第 1：支出の減 

第 2：活動プログラム

充実にかかる事業費

等の増 

事 業 名 ３４．訪問介護事業（介護保険事業） 

３５．ほのぼの自立支援訪問事業（介護保険事業）【総合事業】 

対  象 高齢者 

内 容 目的・内容 

要支援・要介護者の家庭における生活行為に困りごとがある高齢者に対し訪問介護員

および支援員を派遣し、適切な家事援助・身体介護のサービスを提供することにより日

常生活の支援を行う。 

福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション 

運営時間：月～金曜日 8：30～17：15  

※必要に応じて土日祝日、年末年始、早朝夜間も対応 

ほのぼの自立支援訪問【基準緩和型総合事業】 

運営時間：月～金曜日 8：30～17：15 ※年末年始、祝日を除く 

※買物、掃除、洗濯、調理などの家事援助のみ提供 

※1週間に 1時間までの支援に限る 

本年度の主な取り組み 

・研修や情報伝達、職員の交流などを通じた職員育成と連携強化により、サービスの向
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上とやりがいを感じ、離職しにくい職場づくりを目指す。 

・パンフレット、ブログ、インスタグラムなどによる事業所の情報発信に努める。 

・ホームへルプ事業者協議会の研修等により質の確保や負担軽減に努める。 

課 題 ○訪問介護員、支援員の人員確保、サービスの安定提供、スキルアップ 

○採算性の維持・向上 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

32,406 31,326 1,080 人件費(人事院勧告

等)の増 

事 業 名 ３６．すこやか運動教室事業（介護保険事業）【総合事業】 

対 象 高齢者 

内 容 目的・内容 

要支援者等に対し、筋力トレーニングする場を提供することにより介護予防を図る。

通所による運動指導士の指導に基づく筋力トレーニング 

・実施日時 毎週 1回 9：30～11：30 

・実施場所 福崎町第 2老人デイサービスセンターすみよしの郷 

・利用料  1 割負担：400 円～3割負担：1,200 円 

※基準緩和による要支援者等への総合事業 

本年度の主な取り組み 

・町の転倒予防教室の卒業生を円滑に利用につなげるための地域包括支援センターとの

調整 

課 題 ○利用者の安定確保。 

費用比較 
(単位:千円)

 令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

679 679 0

事 業 名 ３７．居宅・重度訪問介護事業（障害福祉サービス事業） 

対 象 障がい者 

内 容 目的・内容 

日常生活を営むのに支障がある障がい者の居宅に訪問介護員を派遣し、身体の介助や

生活支援する。 

福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション 

運営時間：月～金曜日 8：30～17：15（必要に応じて土日祝日、早朝夜間も対応） 

本年度の主な取り組み 

・研修や情報伝達、職員の交流などを通じた職員育成と連携強化により、サービスの向

上とやりがいを感じ、離職しにくい職場づくりを目指す。 

・パンフレット、ブログ、インスタグラムなどによる事業所の情報発信に努める。 

・ホームへルプ事業者協議会研修により質の確保や負担軽減に努める。 

課 題 ○訪問介護員、支援員の確保によるサービスの安定提供 

○訪問介護員、支援員のスキルアップ 

○採算性の維持・向上 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

8,065 7,841 224 人件費(人事院勧告)

の増 
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事 業 名 ３８．生活介護事業（障害福祉サービス事業） 

対 象 障がい者 

内 容 目的・内容 

身体障がい者の日中の通所活動による状態維持・改善、生きがいづくりおよび、その

家族の介護負担を軽減する。 

福崎町第１老人デイサービスセンター「なぐさの郷」（西治事業所、定員：一般 30 名）

※主に介護保険事業として実施、身体障がい者へもサービス提供。 

 運営時間：月～土曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15  

 【共生型サービスとして実施】 

福崎町第２老人デイサービスセンター｢すみよしの郷｣(大貫事業所、定員：一般 30 名）

※主に介護保険事業として実施し､身体障がい者へもサービス提供。 

 運営時間：月～金曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15   

【共生型サービスとして実施】 

本年度の主な取り組み 

・障がい者の希望を早めに確認しておき、定員枠の調整を実施 

・生活介護の利用により、家族の負担 

・軽減とあわせて、利用者本人の充実した生活のため、安全に配慮し、楽しんで過ごせ

る時間を作るよう検討していく。 

・外部研修への積極的な参加・内部研修の充実。 

・虐待防止委員会の運用、研修会の実施。 

課 題 〇地域に身体障がい者が利用できる介護サービスの不足への対応 

〇重度障がい者が豊かな生活を送るためのプログラムの検討 

〇介護員・看護師の確保、職員の定着促進 

〇職員のスキルアップ 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

1,143

414

1,225

838

▲82

▲424

第 1 利用料収入減に

よる事業費の減

第 2 利用減による事

業費の減 

事 業 名 ３９．障害相談支援事業（障害福祉サービス事業）【一部、福崎町受託事業】 

対 象 障がい者（児） 

内 容 目的・内容 

特定相談支援事業 

・障がい者やその家族へ障害福祉制度のサービスを取り入れた支援計画を作成する。 

障害児相談支援事業 

・障がい児やその保護者へ障害児通所支援や障害福祉制度のサービスを取り入れたより

支援計画を作成する。 

委託相談支援事業【町受託】 

・障がいに関する全般的な相談により障がい者家庭の地域生活を支援する。 

福崎町障害相談支援センター 

運営時間：月～金曜日 8：30～17：15 

特定相談支援事業 

・サービス等利用計画の作成等 
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障害児相談支援事業 

・障害児支援利用計画の作成等 

委託相談支援事業【町受託】 

・福祉サービスを利用するための情報提供や相談 

・社会資源を活用するための支援、社会生活力を高めるための支援 

・ピアカウンセリングの場づくり。 

・専門機関の紹介 

・障がい者分野におけるネットワークを活用した地域包括的ケアについての検討 

・権利擁護のための必要な支援 

・住居入居サポートのための支援 

本年度の主な取り組み 

・広報誌「さるびあ」で相談内容の紹介 

・障害者自立支援協議会への提案と取り組みの協力 

・スキルアップのための外部研修への積極的な参加 

課 題 ○関係機関との連携体制づくり、相談支援体制の強化 

○採算性の向上 

○障害相談支援センターの相談窓口を広く知ってもらうための広報活動 

費用比較 
(単位:千円)

令和８年度当初 令和７年度当初 増減 理由 

9,494 5,469 4,025 人事異動による増 


